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１．研究計画の概要
$p$進体上定義された連結 reductive 代数
群 $G$ の極小放物型部分群 $P$ が開軌道
をもつような弱球等質空間 $X$ を考え，こ
の上の球関数を考察し，この空間の解析をす
る． このような設定における一般論の構築
と，具体的な空間 $X$ に特化してより詳細
な考察を行うことの双方に興味がある．特に，
数論的応用をもたらしうる空間についての
考察が重要である．より具体的には

(1)弱球等質空間上の球関数を，群のデータと
関数等式によって表示する公式を，なるべく
適用範囲が広いように構成する．

(2)上記の公式が適用できる空間について，球
関数の関数等式や明示式を扱いやすい形で
具体的に求める．

(3)球関数を用いた球 Fourier 変換を通して
$X$ の調和解析的な解析をする．

(4)数論的な応用を与える．

２．研究の進捗状況
1-(1) については，論文 ② にまとめた．極
小放物部分群に関する$X$上の相対不変式の
複素べきを極大コンパクト部分群の作用に
関して平均を取る形で典型的な球関数が得
られ，この関数等式と群$G$のデータを用い
て，球関数が記述できる．極小放物部分群の
階数より少ない個数の独立な相対不変式し
かない場合にも適用できる．

1-(2)(3) に関して．一般線形群以外の群に関
する等質空間として，$U(2n)/U(n) ¥times
U(n)$ と同型な空間を $p$進体 $k$上の不
分岐非退化エルミート形式 $T$ を表現する
ファイバー空間 $X_T$ を ユニタリ群の等
質空間（この場合は対称空間である）
$U(2n)/U(n) ¥times U(n)$ と同型な空間と
して実現し，$X_T$ 上の球関数を考察した．

関数等式や極や零点の位置に関しては，不分
岐エルミート形式の空間の球関数も用いる
ことにより，良い結果が得られた．それを用
いると．各 $T$ について $X_T$ の特別な
点における球関数の明示式が得られる．
さらに $T, S$ が$k$上同値であれば，
$X_T$ と $X_S$ は$k$上同型で，それぞれ
に対する球関数も簡単な関係で結ばれるの
で，固定した$T$ についての $X_T$ 上の球
関数のほとんどの点での明示式が分かる．従
って，例えば $X_T$ 上の Schwartz 関数の
空間からの球 Fourier 変換像は決定できる．

また，この球関数の特殊値と行列環のゼータ
関数を用いて，エルミート Siegel 特異級数
$b_¥pi(T, t)$ ($t ¥in {¥Bbb C}$ )を書き表す
ことができる．従って，$X_T$ 上の球関数
の性質から，こちらの関数論的な性質や関数
等式が具体的に分かる．これは数論的応用の
例である．

$SO(n)$ あるいは $O(n)$ の等質空間上の
球関数と Siegel 特異級数については以前，連
携研究者である佐藤文広氏との共同研究で
考察した．この場合は，球関数についての結
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果は，Siegel 特異級数についての関数等式の
考察に不十分であったが，今回の場合には，
球関数を十分に解析することができて，それ
から特異級数の性質を導くことが出来た．

３．現在までの達成度
②おおむね順調に進展している．
(理由)
2 で述べたような成果が得られたので，研究
は進展しているが，まだ不十分な点もある．

1-(1) で適用範囲を広げられたので，以前別
の方法で得られていた交代形式の球関数を
捕らえなおすことはできる．しかし，これを
本質的に用いる新しい適用例についての考
察は今後の課題である(4-(2),(3)).

2 で述べた空間 $X_T$ のカルタン分解が
得られないと，球関数の完全な明示式にはな
らず，また，球関数のパラメトライズもでき
ない．

４．今後の研究の推進方策
(1) ２で述べた空間 $X_T$ のカルタン分解
$K \backslash X_T$ ($K$ は $G$ の極大コ
ンパクト群) が問題である．すでに考えてい
る$K$-軌道で十分であると期待している．
$U(2n)/U(n)\times U(n)$ と同型な空間を，
別な，カルタン分解が分かりやすいような構
成を模索する．それには $G= Sp(2n)$ のと
きの先行結果が参考になりそうである．

(2) 我 々 の $X_T$ と 類 似 の 空 間 を
$Sp(2n)$ に対して構成すれば交代形式に付
随する Siegel 特異級数と結びつく．
この考察も興味深い．

(3) 一方，$G(2n)/G(r)\times G(2n-r), r <
n$ 型の等質空間を考えて，$r = n$ である
上記の場合の球関数の関係も興味がある．

５. 代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線）
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